
























































「リカアドオの貿易論J r尾道短期大学研究紀要』第 8集 (1959年)。
国際価値論の位置づけ 45 




















































































































































































(1) K. Marx， Theorien uber den Mehrwert， 3 Teil， M. E. Werke， 26・I，S.102， 
邦訳『マルクス・エンゲ、ルス全集』第26・m巻， 132-133ページ。
(2) この点については，木下悦二氏が同氏編『論争・国際価値論争』の付論「国際価値
論争の展望」の 3r古典派理論の再評価J， 4 r名和・赤松論争J， 5 r不等価交換論
争J， 6 r不等価交換論争(続)J (276-294ページ)で詳細に説明されている。
(3) K. Marx， Das Kapital， Bd. 1， Werke 23， S. 53，邦訳『マルクス・エンゲルス
全集』第23.a巻53ページ。
(4) K. Marx， a. a. 0.，邦訳『前掲書』同ページ。
(5) 山本二三丸『価値論研究.!104ページ。
(6) 山本二三丸「等価交換論J IT'立教経済学研究』第 4巻第 2号29ページ。
(7) 山本二三丸「前拘論文J IT'前掲誌.!46ページ。





(12) 木下悦二「国際交換の諸法則についてJ u"経済評論』昭和25年 3月号30ページ。
51 
(13) 木下悦二「国際価値論争の展望」同氏編『論争・同際価値論.!292-293ページ。
(14) K. Marx， Theorien uber den Mehrwert， 3 Teil， Werke 26・I，S. 250，邦訳
『マルクス・エンゲルス全集』第26・I巻332-333ページ。
(15) K. Marx， Das Kapital， Bd. 1， Werke 23 ， S. 156，邦訳『前掲全集』第23. a 
巻186ページ。
2. 国際 的価値































































































































































































(2) 木下悦三「前掲論文J Ii前掲書.1 9ページ。
(3) 木下悦二「前掲論文J Ii前掲書』同ページ。
(4) 木下悦二「前掲論文J Ii前掲書』同ページ。









(14) B. H. JleHlIl， Pa3BHTue KamITas.ll3Ma B POCCIIII， COl{. T. 3， CTp. 13，邦訳
大月書庖版『レーニン全集』第 3巻43-44ページ。









































































































































































(1) K. Marx， Das Kapital， Bd. 1. M. E. Werke， 23， S.583-584，邦訳「マルクス・
エンゲ、ルス全集』第23・b巻 728ページ。
